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３ 松尾鉱山と北上川清流化対策の学習 

   ４年生から６年生は、岩手県環境生活部環境

保全課の方をゲストティーチャーに迎え、松尾

鉱山と北上川の清流化対策について学んだ。 

   松尾鉱山からの鉱毒によって赤川と北上川が

汚れてしまったこと、そのために、今でも北上

川清流化対策を 24 時間体制で行っていること

等を学んだ。何十年と昔のことではあるが、一

度壊した自然を元に戻すことはとてもたいへん

なことであることを学んだ。 

 〈児童の感想〉 

・鉱山で汚れた水で自然がなくなったので、鉱

害というものは大きな害を及ぼすということ

が分かりました。これから自然を大切にして

いきたいと思いました。 

・自然を壊すと元に戻すのがたいへんだと先生

が言っていました。これから、自然を壊さな

いようにしたいです。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【鉱毒水と中和した水の匂いを嗅いでいる児童】 
 

４ 先進校視察と防災の授業 

    防災教育担当者が、先進校を視察して学ん

だことを活かし、４年生を対象に「いきる、

かかわる、そなえる」の副読本を活用した防

災の授業を行った。寺田地区で、地震や大雨・

暴風などにより、どのような被害が起こりう

るのか、その時、自分たちは命を守るために

どのような行動をとれば良いのかについて学

んだ。授業では、防災士の資格を持つ本校職

員から、避難に関する用語や大雨の中を避難

する困難さについて説明を行った。また、大

雨時の疑似体験では、床に段ボールを置いて

物が流れてきているという場面のもと２Ｌの

ペットボトルを両足に２本ずつ結びつけて雨

が増えて歩きづらい状態を体験したり、後ろ

から押さえている傘をさして、棒に平テープ

をたくさん吊して視界の悪い状態の中を児童

に実際に歩かせてみたりした。また、実際に

は暴風雨の条件下では、長靴の中に水が入っ

てしまい動けなくなってしまうため、運動靴

で避難することも学んだ。被害がないと思わ

れていた自分たちの地区が、以前、台風での

被害があったことも知り、現実感のある学習

となった。   

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【防災学習指導案】 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

【児童が記入した学習シート】 
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    【ペアで相談して考えられる被害をカードに書く】 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【起こるかもしれない被害について発表し合う】 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【防災士から避難情報に関する話を聞く】 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【洪水の中を歩く大変さを体験】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大雨による視界の悪さを体験】 

＜児童の感想＞ 

   ・「避難準備高齢者等避難開始」と言われたら、

私たちも逃げるということを初めて知りまし

た。 

・きちんと家で準備し、逃げるルートを確認し

ておき、自分の命を守る行動をとりたいです。 

・体験活動では、前が見えなかったり、足が動

かなかったりして、大変だということがわか

りました。そうなる前に、避難したいです。 

 

Ⅲ 取組の成果と課題 

１ 成果 

（１）安全マップの作成により、自分の住む地区

だけではなく、学区全体の危険箇所を確認す

ることができた。また、校内に展示したこと

により、全校児童及び保護者や地域住民に広

く周知することができた。 

（２） 火山噴火の時の被害について学ぶとともに、

火山の恵みについても学ぶことができた。 

（３）一度壊した自然を元に戻すには、長い年月

がかかることを学び、郷土の自然を大切にし

ていこうという心が育った。 

（４）自然災害や防災についての理解と、日頃の

備えについて考えを深めることができた。命

を守るために大事なことは何かを理解させる

ことができた。 

 

２ 課題 

（１）学校全体で防災教育にかかわる計画を立て

て継続して指導していく必要がある。 

（２）学校内の活動だけではなく、授業参観時に

防災の授業をするなど、家庭や地域を巻き込

んでいく必要がある。 

 

 


